中国でのフッ素の常識から見て、日本の水質基準は安全？
成　田　憲　一　（新潟市・歯科医師）
地方性フッ素中毒（載国　釣・主編集
　内蒙古人民出版社1985年初版）によれば、彼らは、フッ素による健康被害を一貫してフッ素中毒症として記述しています。
そこで今回は、中国における飲料水フッ素濃度と歯フッ素症発生率、骨フッ素症でのX線変化発生率との関係を一つのグラフにして、その関係を見てみたい。
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このグラフがフッ素の毒性をある程度正確に表現しているとしたら、飲料水フッ素濃度0.2mg/Lあたりから歯フッ素症、骨フッ素症はかなり急角度で発症を開始しています。

１）我々日本人は幸いなことに0.2mg/L以下の飲料水を飲んできました。それが、わずか0.2mg/Lを超えると歯フッ素症は10.0％、骨フッ素症が12.8％に上昇するわけです。この量はフッ素入り歯磨き剤の使用あるいはフッ素洗口で軽く達成される量なのです。

２）つまりフッ素中毒をほぼ予防するフッ素濃度は0.2mg/Lということです。
３）日本における水質基準0.8mg/Lで歯フッ素症は70％、骨フッ素症は32.6％になっています。

４）彼らは、骨フッ素症をほぼ予防するフッ素濃度を0.8mg/Lと提案しています。これは、骨のX線検査では骨の変化は見られますが、明確な臨床症状の見られないフッ素濃度と考えられます。日本における水質基準0.8mg/Lが偶然にも彼らの提案と一致していたのです。

５）つまり日本における水質基準0.8mg/Lも決して安全なフッ素濃度ではないのです。
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